
視察報告3　　　　　　　　　ザ衆国視察訪問

　　　　　　　　一①S⑪丁乱②ニューヨーク③インディアナ大学」

人文社会教育科学系く人文〉准教授

　　　　　　高橋秀樹

①SO孔　　　　　　　　　 たっては、教員と学生の双方が機材に慣れるまでやや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手間取るかもしれない（PCのソフト設定、　PPTが前

　3月10ロの各セッションに参加した。　　　　　　　　提となる授業、等）。なお、授業開始20分くらいで学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生がだらけてしまうという実例として、下位大学の例

第1トラック第5セッション「問題解決学習と能力評　　ではなく、ハーバード大学の実際の授業の例が示され

価」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たのは、印象的だった。

　PBL学習の運営の難しさと、成績評価の方法の開

発の難しさが印象に残った。　　　　　　　　　　　　第5トラック第2セッション「授業での携帯電話の活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用」

第2トラック第4セッション「大学の授業でのEメー　　　化学の授業で携帯電話を利用した実施例。クリッ

ルの利用」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カーと同趣旨。

　授業内容に関する教員と学生のコミュニケーション

のためにEメールを多用すると、学生からどんな反応

が生じるか、アンケートを用いて実証しようとした試

み。結論としては、データ上は対面式コミュニケーショ

ンでもメールコミュニケーションでも決定的差異はな

いことが示された。フロアからの質問で、1クラス数

百人が普通である大規模大学と少人数教育を特徴とす

る大学では、自ずとメールコミュニケーションの意味

が異なり、教育効果も分けて考えるべきではないかと

いうものがあり、同感であった。

第3トラック第3セッション「多言語・多文化の授業」　　　　　　　　　　　　　、

外国人が多磯業をどのように運営する瓜という　　s鵯碁ζ勝9影日
問題を扱った報告。

　報告の対象となっていた大学は、26％が外国人で、

80力国から集まっているものだった。新潟大学の状況　②ニューヨーク

とは比較できるものではなかったが、実際の授業で直

面する諸問題は、類似したものが意外と多かった。　　　　コロンビア大学では、本部棟と書籍部・学生食堂を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　視察した。本部棟では学外からの訪問者のためのパン

第4トラック第5セッション「クリッカーの活用」　　　フレットが充実しており、大学ツアーの斡旋などもよ

　大学の授業でクリッカーを導入した事例の報告と、　　く組織されていた。本部棟の建物自体が鑑賞に値する

その効果についての説明。授業時問のすべてが、知識　　ものであったが、その内部においても、研究教育活動

を一方的に受け取る時間になっていると、どうしても　　の象徴となる文化財の展示や、大学への支援者のリス

学生の受講姿勢がだらけてしまうが、クリッカーに　　トの掲示などが充実していた。

よって、学生からの反応を求める機会を適切に設ける　　　ニューヨーク市立大学では、広大な敷地が良く整備

と、受講姿勢が向上し、学習効率が上がる、という内　　されており、かつ、保安体制が充実していたことが印

容。発表の主旨は大いに同感したが、現実の導入にあ　　象に残った・
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、　・　　、　　　・　　　　　　　繋欝鞭

コロンビア大学（梓54年～）バトラー図書館　　　　　　　　　ニューヨーク市立大学（1847年～）

③インディアナ大学　　　　　　 容となっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育内容の調査については、数値的データの蓄積が

（訪問場所とインタビュー相手は参加者全員が共有し　　印象的だった。アンケートを戦略的に用い、統計的処

ているので省略し、感想だけ記します。）　　　　　　　理を綿密に行うことは、新潟大学で一層の努力が必要

　第一に敷地の広さと設備の充実が印象的だった。　　　であると感じた。特に教育内容の改善について個々の

　学外からの訪問者のための宿舎について、新潟大学　　　トピックごとに必要性を学内の教職員に訴える際に有

は質量ともに充実させる必要があると感じた。　　　　　効ではないかと感じた。ただし、内容が綿密なもので

　大学敷地内の博物館や美術館などが充実している。　　あるほど、網羅的で統一的なアンケートの実施は困難

単に教育研究関係の物品を並べているだけでなく、本　　であること、また、データの解釈について統一的見解

格的な美術館・博物館としての体裁を有しており、か　　をまとめることが難しいことも、併せて感じさせられ

つ、一般の来館者が楽しむことができるような展示内　　　た。
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　　　　　インディアナ大学ブルーミントン校英語集中プログラム

グレゴリー・ハドリー

　　　　　　　　　　　　　　Gregory　Hadley
　　Part噸me　lec撫re篤the　Faculty　of　Economics，　Nii即ta　Urliversity

（Pr。fes瓢Niigata　Univers量騨hte醸i・nal　and　l㎡・r甑i・難S加dies）
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